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〈時
評
〉
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
住
民
投
票
に
寄
せ
て
平
田
雅
博
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
は
、
二
〇
一
四
年
九
月
一
八
日
に
実
施
さ
れ
、
結
果
は
、
独
立
賛
成
票
は
三
二
あ
る
カ
ウ
ン
シ
ル
の
う
ち
グ
ラ
ス
ゴ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
四
つ
の
カ
ウ
ン
シ
ル
で
反
対
を
上
回
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
カ
ウ
ン
シ
ル
で
は
反
対
が
上
回
っ
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
全
体
で
は
反
対
票
が
五
五
%
と
な
り
、
独
立
は
否
決
さ
れ
た
。
投
票
前
の
世
論
は
、
一
貫
し
て
、
反
対
が
多
か
っ
た
が
、
賛
成
が
し
だ
い
に
上
昇
し
、
九
月
七
日
の
『サ
ン
デ
ー
・
タ
イ
ム
ズ
』
の
世
論
調
査
で
賛
成
五
一
%
、
反
対
四
九
%
と
な
り
、
初
め
て
独
立
賛
成
派
が
反
対
派
を
上
回
っ
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
が
大
き
く
報
道
し
は
じ
め
た
の
も
こ
の
頃
か
ら
で
あ
る
。
政
権
党
の
保
守
党
、
自
由
民
主
党
の
党
首
ば
か
り
か
、
労
働
党
の
党
首
や
ゴ
ー
ド
ン
元
首
相
ま
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
出
か
け
て
、
住
民
に
反
対
を
説
い
た
り
し
た
。
女
王
ま
で
出
て
き
て
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
々
が
将
来
に
つ
い
て
慎
重
に
考
え
る
よ
う
望
ん
で
い
る
」
と
一
四
日
に
コ
メ
ン
ト
し
た
こ
と
で
、
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
は
さ
ら
に
騒
い
だ
。
そ
の
際
、
報
道
さ
れ
た
独
立
推
進
派
の
主
張
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
政
府
に
完
全
に
握
ら
れ
て
い
る
北
海
油
田
利
権
を
独
立
し
て
取
り
戻
せ
ば
所
得
が
増
え
る
こ
と
、
ロ
ン
ド
ン
に
雇
用
な
ど
が
一
極
集
中
し
て
い
る
こ
と
へ
の
批
判
、
欧
州
連
合
と
の
関
係
強
化
を
め
ざ
し
て
い
る
こ
と
、
原
子
力
潜
水
艦
全
艦
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
イ
ド
海
軍
基
地
を
母
港
と
し
て
配
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
不
満
で
あ
っ
た
。
独
立
の
否
決
は
、
こ
れ
ら
の
独
立
推
進
派
の
主
張
も
過
半
数
ま
で
説
得
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
通
貨
に
関
し
て
は
、
サ
モ
ン
ド
自
治
政
府
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
に
寄
せ
て
(平
田
)
九
五
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
十
号
二
〇
一
四
年
一
二
月
九
六
首
相
は
、
独
立
後
も
ポ
ン
ド
使
用
の
継
続
を
希
望
す
る
と
表
明
し
た
が
、
政
府
の
財
務
相
は
、
分
離
独
立
後
の
ポ
ン
ド
の
使
用
を
認
め
な
い
考
え
を
表
明
し
て
い
た
。
以
上
が
、
今
回
の
住
民
投
票
が
新
聞
、
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
際
の
、
主
た
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
話
題
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
騒
ぎ
を
時
事
的
に
見
る
ば
か
り
で
は
物
足
り
な
い
の
で
、
歴
史
的
な
視
点
も
少
し
は
必
要
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
争
点
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
関
係
の
歴
史
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
し
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
今
回
、
こ
れ
ら
を
報
道
す
る
テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
一
人
が
「イ
ギ
リ
ス
と
言
え
ば
、
イ
コ
ー
ル
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
し
か
教
わ
っ
て
お
ら
ず
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
も
あ
っ
た
と
は
、
今
度
の
よ
う
な
住
民
投
票
が
あ
る
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
」
と
述
べ
た
の
が
印
象
に
残
っ
た
。
こ
れ
は
「
イ
ギ
リ
ス
」
-ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
教
え
る
こ
の
国
の
「歴
史
教
育
」
の
反
映
な
の
か
、
「イ
ギ
リ
ス
」
の
歴
史
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
心
で
は
な
く
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
(ば
か
り
か
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
も
含
め
て
)
か
ら
も
見
直
す
の
が
近
年
の
歴
史
学
の
動
向
の
は
ず
な
の
に
、
単
に
「歴
史
教
育
」
ま
で
伝
わ
ら
な
い
問
題
な
の
か
、
は
不
明
な
が
ら
、
今
回
の
住
民
投
票
か
ら
「
イ
ギ
リ
ス
」
な
り
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
歴
史
の
見
方
を
見
直
し
て
み
る
こ
と
も
若
干
の
意
味
は
あ
ろ
う
。
今
か
ら
四
百
年
も
さ
か
の
ぼ
る
一
七
世
紀
初
頭
に
徳
川
家
康
が
ジ
ェ
ー
ム
ズ
一
世
(
一
六
〇
三
年
に
こ
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
を
兼
ね
て
「
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
」
王
を
名
乗
っ
た
)
へ
の
返
書
の
宛
先
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
と
三
浦
按
針
こ
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ズ
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
「国
は
一
つ
で
名
は
二
つ
」
と
し
て
そ
の
名
を
「イ
ガ
ラ
タ
イ
ラ
[ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
ぎ
。q醇
震
鑓
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
]」
と
「ゲ
レ
フ
ロ
タ
ン
[ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
Ω
轟
昌
ゆ
お
富
魯
p
、
グ
レ
ー
ト
・ブ
リ
テ
ン
]」
と
答
え
た
。
宛
先
に
は
「イ
ガ
ラ
タ
イ
ラ
[伊
伽
羅
諦
羅
】」
が
採
用
さ
れ
た
。
家
康
が
こ
の
と
き
「
ゲ
レ
フ
ロ
タ
ン
」
を
採
用
し
て
い
れ
ば
、
今
日
に
至
る
混
同
を
避
け
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
家
康
の
最
初
で
唯
一
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
で
あ
っ
た
ア
ダ
ム
ズ
が
「国
は
一
つ
で
名
は
二
つ
」
と
答
え
て
以
来
、
こ
の
国
の
呼
称
は
、
混
乱
し
、江
戸
時
代
に
こ
の
「イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
系
と
「
ブ
リ
テ
ン
」
系
の
呼
称
が
合
わ
せ
て
一
三
九
種
も
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
【竹
村
覚
『日
本
英
学
発
達
史
』
研
究
社
、
一
九
三
三
年
]。
長
年
に
わ
た
る
問
題
は
「ブ
リ
テ
ン
」
の
内
容
が
は
っ
き
り
し
な
い
た
め
に
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
と
「ブ
リ
テ
ン
」
の
相
違
が
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
「英
国
[英
吉
利
須
]」
「イ
ギ
リ
ス
」
と
い
っ
た
呼
称
は
「オ
ラ
ン
ダ
語
の
国
⇒
σqΦ
一筈
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
か
ら
派
生
し
た
呼
称
な
の
に
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
」
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」
「ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
を
含
ん
だ
概
念
も
「英
国
」
「イ
ギ
リ
ス
」
で
表
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
が
先
の
テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
「イ
ギ
リ
ス
と
言
え
ば
、
イ
コ
ー
ル
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
し
か
教
わ
っ
て
い
な
い
」
と
の
発
言
に
も
結
び
付
い
て
い
く
。
四
〇
〇
年
も
の
長
い
歴
史
を
も
つ
の
で
早
急
の
解
消
策
も
な
い
が
、
さ
し
あ
た
り
は
ゆ
島
巴
戸
しd
同ぼ
ωげ
を
「
ブ
リ
テ
ン
」
、
国
昌
σq
置
口
9
国
口
oq
房
げ
を
「イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
と
訳
し
分
け
る
だ
け
で
も
、
だ
い
ぶ
違
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
、
ブ
リ
テ
ン
を
指
す
の
か
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
指
す
の
か
分
か
ら
な
く
場
合
の
あ
る
「英
国
」
「イ
ギ
リ
ス
」
を
避
け
て
、
こ
の
二
つ
の
訳
し
分
け
を
行
う
の
で
あ
る
。
単
純
な
手
法
な
が
ら
、
こ
れ
だ
け
の
訳
語
の
区
別
も
な
い
訳
書
が
い
ま
で
も
多
く
出
て
い
る
現
状
に
は
効
果
が
あ
る
。
専
門
家
レ
ベ
ル
で
「イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
と
「
ブ
リ
テ
ン
」
と
を
同
一
視
す
る
「ば
か
げ
た
組
み
立
て
方
」
を
批
判
し
た
ポ
ー
コ
ッ
ク
の
「ブ
リ
テ
ン
諸
島
」
論
が
最
初
に
出
た
の
は
、
一
九
七
三
年
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
四
〇
年
経
過
し
て
い
る
の
に
、
い
ま
だ
に
歴
史
教
育
の
場
ま
で
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
最
近
に
な
っ
て
、
翻
訳
も
出
た
【「ブ
リ
テ
ン
史
、
新
し
い
主
題
に
向
け
て
の
弁
明
」
ポ
ー
コ
ッ
ク
著
、
犬
塚
元
監
訳
『島
々
の
発
見
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
、
三
〇
～
五
六
頁
一の
で
議
論
が
広
ま
る
可
能
性
も
あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
中
心
に
し
た
こ
の
国
の
歴
史
の
見
方
を
批
判
し
た
ポ
ー
コ
ッ
ク
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
、ブ
リ
テ
ン
は
「イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
が
隣
接
す
る
文
化
を
支
配
し
た
結
果
に
よ
る
産
物
で
あ
る
た
め
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
史
以
外
の
歴
史
を
持
た
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
「ブ
リ
テ
ン
」
史
は
多
く
の
民
族
が
影
響
し
合
い
、
破
壊
し
合
い
、
創
造
し
合
っ
た
歴
史
と
し
て
構
築
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
す
ぐ
さ
ま
反
発
が
あ
り
、
百
戦
錬
磨
の
挑
発
者
テ
イ
ラ
ー
は
「ブ
リ
テ
ン
」
と
い
う
言
葉
は
ロ
ー
マ
の
属
州
の
呼
称
に
す
ぎ
ず
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
が
一
七
〇
七
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
に
押
し
つ
け
た
も
の
と
指
摘
し
た
。
そ
も
そ
も
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
は
歴
史
に
ど
ん
な
貢
献
を
し
た
と
い
う
の
で
す
」
と
露
骨
に
質
問
も
し
た
[ノ
ー
マ
ン
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
著
『ア
イ
ル
ズ
"
西
の
島
の
歴
史
』
別
宮
貞
徳
訳
、
共
同
通
信
社
、
二
〇
〇
六
年
、
一
二
六
三
頁
}。
テ
イ
ラ
ー
の
立
場
は
あ
く
ま
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
ブ
リ
テ
ン
と
同
一
視
し
、
少
数
派
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
排
除
す
る
立
場
で
あ
る
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
に
寄
せ
て
(平
田
)
九
七
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
十
号
二
〇
一
四
年
一
二
月
九
八
そ
の
後
の
ブ
リ
テ
ン
諸
島
史
研
究
は
、
ポ
ー
コ
ッ
ク
の
方
に
傾
き
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ば
か
り
か
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
歴
史
も
含
め
た
ブ
リ
テ
ン
諸
島
の
四
つ
の
主
要
な
人
々
間
の
交
流
や
相
互
浸
透
を
検
証
し
て
い
る
。
さ
ら
に
近
年
で
は
、
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
の
「
ブ
リ
テ
ン
帝
国
史
へ
の
四
ネ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
」
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
四
つ
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
相
互
作
用
を
考
察
す
る
最
良
の
方
法
の
一
つ
は
帝
国
と
い
う
プ
リ
ズ
ム
を
通
す
こ
と
で
あ
る
。
ポ
ー
コ
ッ
ク
の
論
文
が
「
ブ
リ
テ
ン
諸
島
史
」
へ
の
四
ネ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
っ
た
と
し
た
ら
、
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
論
文
は
「
ブ
リ
テ
ン
帝
国
」
へ
の
四
ネ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
る
。
こ
れ
は
、
リ
ン
ダ
・
コ
リ
ー
へ
の
軽
い
批
判
で
あ
っ
た
。
コ
リ
ー
は
、
一
八
世
紀
に
お
い
て
、
ブ
リ
テ
ン
の
帝
国
的
熱
意
に
よ
り
、
ま
た
「他
者
」
フ
ラ
ン
ス
に
直
面
し
、
個
々
の
民
族
性
は
溶
解
さ
れ
、
そ
の
歴
史
の
主
要
な
側
面
も
抑
圧
さ
れ
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
も
「
ブ
リ
テ
ン
」
国
民
に
な
っ
た
と
主
張
し
た
【
『イ
ギ
リ
ス
国
民
の
誕
生
』
川
北
稔
監
訳
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
一。
こ
れ
に
対
し
、
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
は
、
帝
国
へ
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
、
ブ
リ
テ
ン
の
多
様
な
民
族
性
は
そ
れ
ぞ
れ
の
帰
属
意
識
を
維
持
し
発
展
さ
せ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
ま
ま
だ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
自
の
植
民
地
建
設
と
い
う
と
、
連
合
法
以
前
の
「
ダ
リ
エ
ン
計
画
」
の
み
持
ち
出
さ
れ
る
が
、
連
合
の
後
も
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
は
帝
国
に
熱
狂
的
に
参
加
し
、
帝
国
で
の
行
政
、
専
門
職
、
宗
教
、
経
済
活
動
に
関
わ
っ
た
。
帝
国
の
経
験
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
近
代
的
な
帰
属
意
識
の
重
要
な
側
面
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
は
い
う
に
及
ば
ず
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
に
も
あ
て
は
ま
る
の
で
あ
る
[拙
稿
「
ブ
リ
テ
ン
帝
国
へ
の
四
ネ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
ー
研
究
視
角
と
研
究
動
向
ー
」
青
山
学
院
大
学
文
学
部
『紀
要
』
第
五
五
号
、
二
〇
一
四
年
]。
以
上
、
ポ
ー
コ
ッ
ク
の
言
う
「
ブ
リ
テ
ン
」
史
、
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
の
言
う
民
族
意
識
を
保
持
し
な
が
ら
、
帝
国
に
も
関
わ
っ
て
い
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
歴
史
に
鑑
み
る
と
、
今
回
も
「
ブ
リ
テ
ン
」
を
選
ん
だ
わ
ず
か
な
多
数
派
1
独
立
反
対
派
は
、
一
七
〇
七
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
連
合
法
へ
の
「賛
成
」
、
一
八
世
紀
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
た
ち
が
自
分
た
ち
を
「
北
ブ
リ
テ
ン
人
」
と
呼
ん
だ
こ
と
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
側
が
自
ら
を
自
発
的
に
消
し
去
ろ
う
と
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
ー
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
協
力
体
制
[
デ
イ
ヴ
ィ
ス
、
一
〇
三
八
頁
]、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
ゲ
ー
ル
語
や
ス
コ
ッ
ツ
語
を
み
ず
か
ら
捨
て
た
歴
史
な
ど
を
彷
彿
と
さ
せ
る
し
、
一
方
、
今
回
の
北
海
油
田
利
権
の
取
り
戻
し
、
欧
州
連
合
と
の
関
係
強
化
、
ロ
ン
ド
ン
一
極
集
中
へ
の
批
判
と
い
っ
た
独
立
派
の
主
張
は
、
歴
史
上
の
ダ
リ
エ
ン
計
画
、
連
合
の
後
の
一
七
四
五
年
ま
で
の
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
の
叛
乱
、
帝
国
で
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
性
の
発
揮
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
住
民
投
票
に
寄
せ
て
(平
田
)
九
九
